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図 2:準位間隔分布の磁場依存性 (△-0.5)｡破線はポアソン分布｡実線はウイグナ-分布｡
次に､アンダーソン局在との関連から説明してみよう｡3次元アンダーソン模型はランダム性が強くなると
アンダーソン局在を起こすのに対し､1次元の場合は全ての状態が局在することが知られている[3]｡実は､
△-Oの場合､ハミル トニアン(1)はランダム･ポテンシャル中の相互作用のない1次元フェルミオン系､
すなわち､1次元アンダーソン模型に対応している｡したがって､図1の△=0でのポアソン分布は､1次
元アンダーソン局在に対応していると考えることができる｡それに対して､△≠0の場合は､相互作用の
あるフェルミオン系に対応するので､局在が崩れるものと考えられる0
4 磁場依存性とサイズ依存性
各格子点数ごとの磁場依存性が､図2に示されている｡h/J-0.1の場合を除けば､磁場が増大するにつ
れ､ウイグナ-分布からポアソン分布に変化していく様子が見える｡また､そのような変化の傾向は､格子
点数が大きいほど顕著になっている｡
h/J-0.1の分布は､サイズに強く依存している.これは､h/J-0の場合が可積分の模型であることと
関係しているものと思われる｡特に､エ=8の場合には､超ポアソン的な振る舞いを示しでいる｡これは､
九/∫-0かつ△-0.5の場合に超ポアソン的な分布が見られる【2】ことを反映しているのかもしれない｡
本研究は科研費(14702012)の支援を受けています｡
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